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Chapter3　映像メディアの特性(2)　映画表現への知的好奇心

1.ＣＧ映像が描く宇宙の果て
『コンタクト～特別篇』　カール・セーガン原作、ロバート・ゼメキス監督、1997(米) のみどころ

(1)オープニングのCG映像-宇宙の視覚的・時間的拡がりの表現技術＝「Powers of Ten」との比較

(2)オープニングのTVニュースの音声は何を表現したかったのだろうか？

①「私はうそつきではない」　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　②「R・ケネディが暗殺されました」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

③「ついに我々は自由だ」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

④「ケネディ大統領の暗殺をねらい」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
⑤「あなたは共産党員ですか？」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑥「行け！シルバー」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

⑦「1941年のこの日は汚名の中に生きる日となろう」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
⑧「グッドニュース1939の時間です」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

(3) なぜヒトラーの映像だったのだろう？

  (4)「コンタクト」の物語の骨子＝我々は宇宙の孤児ではない（はずだ）。　　　　　　　
　　　ヒロインの孤独感（観客の感情移入をもたらす）と宇宙の中の人類の孤独感を重ねあわせて表現。

　　

2.映画に描かれる文化・社会観・職業観＝イメージの問題点
(1)『コンタクト』　（ロバート・ゼメキス監督）に描かれる不思議な日本人、日本的デザイン。 
(2) 映画『ランボー』にみる、(当時の)アメリカ大衆の世界観
(3) 映画『カンダハル』にみる実際のアフガンの人々の姿
(4) 映画『インディペンデンスデイ』と、ブッシュ演説の相似形
3.文化・教養としての映像、常識としての映像

  （SPI一般常識問題の一例）次の映画が舞台としている時代の順序として正しいものはどれか答えよ
　　　　①ア→エ→イ→ウ　②ウ→エ→イ→ア　③イ→ア→エ→ウ
  （ア）『１３デイズ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　＿
（イ）『パールハーバー』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
  （ウ）『風と共に去りぬ』＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　＿＿＿
（エ）『アンタッチャブル』＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　＿＿＿＿
4.映画鑑賞者における映画の受容因子
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